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令和５年１月６日（金）、宇佐神宮参集殿にて、宇佐市・

宇佐商工会議所・宇佐両院商工会が主催する、宇佐市合

同新年賀詞交歓会を開催しました。

当日は、宇佐市長を始め参加の皆様方と上宮にて参拝

し、参集殿にて年頭の挨拶を交わしました。

おもな内容
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宇佐商工会議所会頭
渡 辺 幹 雄

祝い
新年

祝い
新年

　　　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
国
際
秩
序
を
大
き
く
揺
る
が
し
、
世
界
経
済
が
混

乱
に
陥
っ
た
激
動
の
１
年
で
し
た
。
我
が
国
の
経
済
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
急
激
な
円
安
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱
化
な
ど
、
大
き
な
環
境
変
化
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
当
商
工
会
議
所
は
宇
佐
市
や
関
係
諸
機

関
と
力
を
合
わ
せ
て
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
特
に
市
の
担
当
部
署
と
数
々
の
課
題
で
意
見
交
換

を
し
、
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
施
策
の
推
進
に
努
め
て
参

り
ま
し
た
。

更
に
毎
年
宇
佐
市
へ
の
要
望
・
提
言
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
も
原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
及
び
円
安
の
影
響
に
関

す
る
支
援
策
へ
の
要
望
な
ど
新
規
に
6
つ
の
要
望
を
致
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
月
よ
り
「
宇
佐
市
小
規
模
事
業
者
等
物

価
高
騰
対
策
事
業
」
と
し
て
、
法
人
事
業
所
5
万
円
、
個

人
事
業
所
3
万
円
の
給
付
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
中
に
「
第
３
弾
宇
佐
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
」
を
販
売
予
定
で
す
。

昨
年
11
月
に
は
当
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
の
改
選

が
あ
り
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
た
役
員
・
議
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
役

割
が
果
た
せ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
再
任
と
な
っ
た
役
員
・
議
員
の
皆
さ
ん
や
、

新
任
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
行
政
と
も
緊
密
な
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
商
工
会
議
所
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

一
方
、
当
市
の
経
済
状
況
は
、
業
種
業
態
を
問
わ
ず
、

多
く
の
中
小
企
業
が
資
源
・
原
材
料
価
格
や
輸
送
コ
ス
ト

高
騰
の
影
響
を
受
け
、
加
え
て
価
格
転
嫁
に
も
苦
慮
、
ま

た
、
受
注
面
で
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
戻
ら
ず
、
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
の
返
済
が
本
格
化
す
る
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。
資
金
繰
り
支
援
は
も
と
よ
り
、
価
格
転
嫁
の
後
押
し
、

企
業
再
生
・
事
業
承
継
の
支
援
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

総
動
員
し
、
事
業
継
続
を
支
え
る
べ
く
、
関
係
機
関
と
連

携
の
下
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
全
力
を
尽
く
す
考
え
で
あ
り

ま
す
。

私
の
在
任
中
の
2
0
2
5
年
に
は
、
勅
使
祭
が
行
わ
れ

ま
す
。伊
勢
、熱
田
、明
治
の
各
神
宮
を
始
め
全
国
に
17
社
、

九
州
で
は
宇
佐
神
宮
と
香
椎
宮
の
2
社
に
お
い
て
勅
使
が

直
接
御
祭
儀
を
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

私
は
、
宇
佐
市
の
街
づ
く
り
に
お
い
て
、
核
と
な
る
物

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
が
宇
佐
神
宮
で
あ
り
、
宇

佐
神
宮
を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
を
何
と
し
て
も
行
い
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
会
員
企

業
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
こ
う
し
た
課
題
や
変
化
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
察
知
し
、
商
工
会
議
所
自
ら
も
変
化
に
対
応
で
き

る
強
い
足
腰
を
鍛
え
、
私
の
目
指
す
街
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

昨
年
、
当
所
は
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
次
の
20
年
に

向
け
て
、
本
年
が
、「
宇
佐
市
の
再
生
・
変
革
に
挑
む
」

た
め
の
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
す
年
と
な
る
よ
う
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
実
行
し
て
い
く
組
織
、
志
を
高
く
、
新

し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
組
織
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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宇
佐
商
工
会
議
所
で
は
、
11
月
15
日
、
地

域
の
経
済
団
体
と
し
て
、
部
会
や
委
員
会
等

か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
要
望
書
と
し
て
、
ま

た
、
宇
佐
市
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
案
し

た
提
言
書
を
渡
辺
会
頭
か
ら
是
永
宇
佐
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
や
売
上
回
復
・
拡
大
の

見
通
し
が
立
た
な
い
中
、
中
小
企
業
の
生
き

残
り
を
か
け
た
変
革
へ
の
取
り
組
み
が
成
果

を
得
る
に
は
一
定
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
人
件
費
等
の
固

定
費
負
担
に
喘
ぐ
中
小
企
業
の
経
営
を
底
支

え
し
て
時
間
を
稼
ぎ
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
変

革
等
へ
の
取
り
組
み
を
同
時
に
後
押
し
し
て

い
く
視
点
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
且
つ
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
て
、
宇
佐
市

経
済
の
新
陳
代
謝
を
図
る
た
め
の
創
業
・
事

業
承
継
、
そ
し
て
事
業
規
模
拡
大
の
一
体
的

な
促
進
や
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
実
装
を
強

力
に
後
押
し
す
る
体
制
の
構
築
が
急
務
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
て
、
中
小
企
業

の
実
態
や
地
域
経
済
の
窮
状
を
踏
ま
え
、
刻

一
刻
と
変
化
す
る
事
業
者
の
声
に
基
づ
い
た

要
望
書
を
宇
佐
市
へ
要
望
書
を
提
出
い
た
し

ま
し
た
。
要
望
書
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

次
の
通
り
で
す
。

　
地
域
活
動
や
文
化
振
興
な
ど
に
貢
献
し
た
大
分
県
功
労

者
に
個
人
77
人
と
９
つ
の
団
体
が
選
ば
れ
、
文
化
の
日
の

11
月
３
日
、
大
分
市
の
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
分
県
功
労
者
表
彰
は
地
方
自
治
や
学
術
・

文
化
振
興
な
ど
12
の
分
野
で
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
個
人

や
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
、
渡
辺
副
会
頭
は
、
商
工
観
光
労
働
功
労
の
分
野

で
、
商
工
労
働
関
係
団
体
の
役
員
と
し
て
多
年
商
工
労
働

の
振
興
発
展
に
貢
献
し
、
功
績
顕
著
と
し
て
、
大
分
県
商

工
会
議
所
連
合
会
よ
り
２
名
の
推
薦
者
の
一
人
と
し
て
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
渡
辺
副
会
頭
は
、
宇
佐
商
工
会
議
所
設
立
当
初
か
ら
二

号
議
員
、
２
年
後
か
ら
常
議
員
と
し
て
平
成
25
年
ま
で
就

任
し
、
そ
の
間
、
９
年
間
商
業
部
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
25
年
11
月
よ
り
、
副
会
頭
に
就

任
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
商
工
会
議
所
を
通
し
て
行
っ
た
地
域
資
源

∞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
同
氏
が
発
案
し
た
宇
佐
市
の
麦

を
活
用
す
る
６
次
産
業
の
事
業
の
先
駆
け
で
あ
り
、
現
在

の
市
の
６
次
産
業
の
形
を
作
り
ま
し
た
。

宇
佐
市
へ
要
望
書
・

提
言
書
を
提
出

渡
辺
好
副
会
頭

代
表
取
締
役
社
長

（
株
）
江
戸
心
本
館

大
分
県
功
労
者
表
彰
受
賞

外国人との共生社会の実現に向けた取組強化について
地域通貨を導入した地方創生の推進について
宇佐市内の下水道工事促進について

1.原油・原材料価格高騰及び円安の影響に関する支援について
2.コロナ禍における経済対策の拡充・強化について
3.「ふるさと納税制度」の更なる普及促進について
4.市営スポーツジムを設立することによる地域活性化について
5.ｅスポーツを活用した産業・地域活性化について
6.外国人との共生社会の実現に向けた住民への異文化理解力向上
   及び教育について

1.宇佐市の魅力を活かした宇佐市役所イベント会場の有効活用
　について
2.世界かんがい施設遺産と観光促進について
3.宇佐市発！観光まちづくり運動『一村一遊』の発信について
4.外国人向け体験型宿泊施設及び自転車周遊道の整備
5.チャレンジ創業支援型の複合施設整備について
6.青少年向け体験型教育『宇佐育』について
7.専門分野に特化した学校誘致について
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会社や自宅にいながら、観たいセミナーがいつでも視聴でき、忙しくてセミナー
や研修会に参加できない方などに最適です。一般経営、税務、人材育成など
600以上のタイトルからお選びいただけます。パソコン、スマートフォン、タブ
レット端末からご利用が可能です。

いつでも視聴可能な、WEBセミナーをご利用下さい

宇佐商工会議所のホームページ
（http://twinpia-usa.or.jp/）から左のバナーをクリック。
ログイン ID：ｋ2985、パスワード：3433を入力してご希望
の動画をお選び下さい。

宇佐市プレミアム商品券
新規加盟店募集

宇佐市内に所在する店舗等

また、当所備付の申込用紙があります。銀行口座等が確認出来る写しが必要となりますので、
一度お問合せください。問合せ先　0978-33-3433

（http://twinpia-usa.or.jp/）
宇佐商工会議所ホームページよりお申込みください。

3月下旬
前回同様を予定
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女性会（会長　久本秀子　会員68名）の活動事業として、会員
にご負担頂き、地域貢献、介護・育児支援を今年度も宇佐市社会福
祉協議会に災害時の備蓄品を寄贈しました。
宇佐市社会福祉協議会相良誠一郎会長より「毎年会議所女性会か
らご寄付を賜りありがとうございます。趣旨に対して社会福祉事業
の為有効適切に使用させていただきます。今後一層社会福祉の向上
に努力いたします」とお礼のお言葉を頂きました。

福利厚生委員会　委員長　坂本千香子

卒
業
祝
・
入
学
祝

　
　
　
　
　
承
り
ま
す

―
お
知
ら
せ
―

河
豚
料
理

豊
幸
が
に
料
理

宇
佐
海
鮮
丼

今
が
旬お

愉
し
み
く
だ
さ
い
。

の
「
一
期
一
会
を
」

食

http://uodokoro-maruman.nsf.jp
TEL 0978-37-3771宇佐市大字高森一盃田

（県立歴史博物館前）

宇佐市社会福祉協議会へ寄贈

会員およびその家族（１事業所２名様まで）

令和5年2月2４日（金）

１２月中に郵送した申込書を
FAXまたは窓口にてお申し込みください。

先着２０名

８０,８５０円/１名様（２名１室の場合）
９８,４５０円/１名様（１名１室の場合）

東京３日間
令和5年３月１２日（日）～３月１４日（火）

会員レクリエーション

３年ぶりの宇佐商工会議所会員レクリ
エーション旅行です。
今回は【春の東京満喫ツアー】です。
東京でしか体験できない日本文化を満
喫する２泊３日のツアーです。今回は浅
草演芸場で寄席を楽しんだり、屋形船
での夕食、はとバスツアーが魅力のポ
イント！みなさまのご参加を心よりお待ち
しております。
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今月のご主人様は　
和気　翔（かける）　22歳
（平成12年5月生まれ）
宇佐市岩崎で生まれ育ち、地元の中学を卒
業後、野球がしたくて別府の有名高野球部
の門をたたく。
高校三年間寮生活で勉学と野球の双方に励
んだ。野球部では厳しい練習と上下関係の
礼節を人生の鍛錬だと思い頑張りぬくこと
ができた。卒業後は日田の葬儀社で一年間
武者修行を経験して帰郷した。現在は実家
で祖母と両親、兄とともに暮らす。趣味は
地元の草野球チームに属し野球を少々とゴ
ルフ、カラオケ、eスポーツをすること。
　 今どきのお兄さんだニャ。
お仕事先
祖父が昭和60年に創業した葬儀を手掛け
る㈲友善社で父、母に次ぐ四代目になる予
定。祖父は当初ガソリンスタンドの商売か

ら始め、次にレンタルビデオ屋、そして現
在の商売になる。いつも時代の変遷に沿っ
た商売に変わっていった。　ビジネスは先
見の視点が大事だニャ。
お仕事内容
通常は朝9時に出社します。この仕事は
365日24時間待機の状況なので予定が立
たない。常に緊張感をもってやっています。
また仕事のサイクルは葬儀から始まり、初
七日、四十九日、百か日、お盆、お彼岸、
一周忌、三回忌　など流れに沿った行事な
のでタイミング営業に心がけています。そ
の他お客様の仏事に関しての困りごとの相
談を受けたりもします。　仏事はニャカニ
ャカ～ムズイだニャ。
仕事の難しさ
葬儀は地域や、宗派により作法や風習、道
具などが異なり、定まったマニュアルがな
いので経験でしかその技術を取得できませ
ん。とにかく場数を踏むことだと感じてい
ます。また後継者という立場なので、他の
従業員さんとのコミュニケーションは大切
にしています。特に人間関係において壁を
作らないように意識して行動するようにし
ています。また、お客様に対して段取りよ
く不備がないようにすることに苦慮してい
ます。　　若いうちはあれもこれも勉強す
ることが多いニャ。

四代目のこだわりや売り
「ペットの旅立ち」というペット葬儀の責
任者を任されています。昨今は、多くの家
庭でペットを家族としておられます。その
ペットを家族として送る際も葬儀、火葬を
お手伝いさせていただいています。今は県
内北部を中心に営業していますが、県内広
くエリア拡大したいと考えています。　　
　吾輩もペットだニャ。お世話になるニャ。
将来の夢
多くの人と繋がることが好きなので、両親
の人脈を継承しながら、新たなお付き合い
も広げていきたいと思っています。またこ
の仕事はサービス業なので様々なサービス
も取り組みたい。　多角サービスだニャ。
それでは師匠名言をお願いします。

「いいことはおかげさま　
　　わるいことは身から出たさび」
相田みつを著　「一生感動一生青春」文化出版局より　
　　　　　　　　　　　　　　Ⓒ相田みつを美術館

ら始め、次にレンタルビデオ屋、そして現
在の商売になる。いつも時代の変遷に沿っ
た商売に変わっていった。　ビジネスは先

四代目のこだわりや売り
「ペットの旅立ち」というペット葬儀の責

愛ダ～ !

12月12日（月）宇佐商工会議所大ホールにて、適格請求書等保存方式（イン
ボイス制度）についての説明会を、宇佐税務署より講師を招き開催しました。
説明会には45名の方が参加しました。令和5年10月1日の制度開始に向け登録

申請手続きや申請に対してのメリット・デメリットを確認しました。
また、2月にもインボイス制度の説明会を予定しておりますので、多くの皆様の

参加お待ちしております。

阿部税理士事務所　阿部　大輔　氏
株式会社おもと会計事務所　和氣　浩一郎　氏

2月 10日（金）19時から
宇佐商工会議所大ホールわかりやすく学ぼうインボイス制度入門編

インボイス制度説明会を開催しました
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ここ数年で急速に普及したＱＲコード。決済や、ＵＲＬへの直接接続など、目にする機会は多い。
実は、日本発の技術である。その開発から国際標準までの取り組みを知る一冊。

小川　進　著　＜東洋経済新報社　2020 年刊＞（007.6ｵ）『ＱＲコードの奇跡』

２階渡綱記念ギャラリーにて、虚空蔵寺跡の歴史展を開催しております。
１月28日までです。12日から虚空蔵寺の仏像を展示しています。 

【代表者】
【所在地】
【営業時間】
【定休日】
【事業内容】
【電　話】

【代表者】

【所在地】

【営業時間】

【定休日】

【事業内容】

【電　話】

【代表者】

【所在地】

【営業時間】

【定休日】

【事業内容】

【電　話】

【代表者】
【所在地】
【営業時間】
【定休日】
【事業内容】
【電　話】

（　）内は図書館の請求記号です。

TEL 33-4600 FAX 33-4679
宇佐市大字上田1017-1

宇佐市民図書館

科学の歴史は、進歩・発展の繰り返しであるが、見方を変えると「古い考え方が復活している」
時もある。例えば錬金術、天動説、自然発生説…。科学史の振り返りに。 

小山　慶太　著　＜中央公論新社　2018 年刊＞（402ｺ）『＜どんでん返し＞の科学史』

文字や紋章、商標、作法なども「コード（暗号）」である。世界にあるさまざまなコードの見
方を知れば、世界の見え方が変わってくるかもしれない。

ポール・ルンダ　編　＜明石書店　2021 年刊＞（204ﾗ）『大図鑑コードの秘密』　　

原岡　忠臣
宇佐市長洲4263番地の64
８時～１７時
土曜日・日曜日
築炉業
３８-５５４４

㈱ハラオカ
四ツ谷　勝
宇佐市長洲４１３
８時～１７時
月曜日
醤油製造業
３８-１５２９

四ッ谷醤油製造元

阿部　恒美
宇佐市南宇佐2477
１１時～１７時
水曜日
製造業（シフォンケーキ）
０８０-５２８８-６７７８

菓子工房A・bake（アベイク）
小辻　研二
宇佐市和気819番地の1
１０時３０分～１６時
月曜日
飲食業
３７-２８６３

道しるべ
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―
会
社
を
始
め
る
き
っ
か
け
か
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
分
の
家
具
屋
に
勤
め
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
七
回
く
ら
い

仕
事
を
変
え
て
い
ま
す
。
当
時
婚
礼
家

具
等
を
扱
っ
て
い
ま
し
て
、
福
岡
県
大
川

市
に
お
客
さ
ん
を
案
内
し
て
買
っ
て
貰
う

わ
け
で
す
が
、
大
分
の
会
社
の
宇
佐
営
業

所
と
し
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
本
店
と
の
関

係
は
独
立
採
算
制
で
、
給
料
を
も
ら
っ
て

い
た
訳
で
は
な
く
、
自
分
の
売
り
上
げ
が

全
て
で
、
会
社
か
ら
は
営
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
卸
屋
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、

ア
パ
ー
ト
住
ま
い
が
増
え
た
り
、
家
の
構

造
が
変
わ
っ
て
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
が
増
え
た
り

し
た
た
め
婚
礼
家
具
は
売
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
家
具
屋
と
カ
ー
テ
ン
や

内
装
と
い
う
の
は
関
連
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
う
い
う
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
、

今
の
内
装
業
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
三
○
歳
前
の
頃
で
す
。

―
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
新
し
い
仕
事
に
慣

れ
る
ま
で
は
ご
苦
労
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
ね
。

結
婚
し
て
お
金
も
無
か
っ
た一
九
九
〇

年
頃
、
杵
築
市
の
親
方
に
内
装
業
の
弟

子
入
り
を
し
て
、
約
一
年
半
く
ら
い
県
内

を
回
る
な
か
で
修
行
し
ま
し
た
。
ク
ロ
ス

屋
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
、
は
じ
め
て
自
分

の
家
の
襖
を
貼
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
一
枚

貼
る
の
に
二
時
間
く
ら
い
か
か
っ
て
し
ま
い
、

嫁
か
ら
「
ア
ン
タ
大
丈
夫
？
」
と
言
わ
れ

た
ほ
ど
不
器
用
で
し
た
（
笑
い
）。
二
六

歳
で
結
婚
。
二
八
歳
で
第
一子
、
三
二
歳

で
第
二
子
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
嫁
に

は
会
社
の
経
理
を
任
せ
っ
き
り
で
、
娘
が

事
務
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
三
三

年
目
に
な
り
ま
す
。

―
三
三
年
間
続
け
ら
れ
て
、
一番

良
か
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

良
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
ね
ー
（
笑
い
）。
し
か
し
、
お
陰
様
で

今
ま
で
多
少
の
上
下
は
あ
り
ま
す
が
、
今

の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
危
機
と
か
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
時
に一時
的

に
売
り
上
げ
が
落
ち
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
細
々
な
が
ら
右
肩
上
が
り
で
や
っ
て

来
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
現
状
維
持
は
下
降
の
前
兆
」
と
い
う

経
営
意
識
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
代

で
始
め
た
の
で
、
私
で
や
め
よ
う
か
な
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
一
〇
年
前
か
ら
従

業
員
と
し
て
働
い
て
い
る
三
七
歳
の
甥
か

ら
、「
こ
の
仕
事
を
継
ぎ
た
い
」
と
い
う

決
意
を
聞
い
て
か
ら
、
事
業
承
継
の
目
処

が
つ
い
た
の
で
、
も
う
少
し
頑
張
ら
ね
ば
い

け
な
い
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

税
理
士
さ
ん
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
会
社

組
織
に
し
ま
し
た
。

私
ど
も
の
事
業
は
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
外

注
で
行
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
内
装

の
注
文
が
あ
る
と
希
望
を
お
聞
き
し
て
材

料
を
仕
入
れ
、
注
文
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い

職
人
さ
ん
に
外
注
し
ま
す
。

―
手
先
の
器
用
さ
よ
り
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
と
職
人
さ
ん
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
事
に
長
け
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

私
が
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
笑
う
と
思

い
ま
す
が
、
こ
う
見
え
て
仕
事
は
真
面
目

な
ん
で
す
。
頼
ま
れ
た
仕
事
は
ち
ゃ
ん
と

や
る
、
と
う
い
の
が
私
の
ポ
リ
シ
ー
な
ん
で

す
（
笑
い
）。
仕
事
に
関
し
て
は
そ
こ
が

最
優
先
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
お
客
さ
ん
に

認
め
て
も
ら
え
た
の
で
、
細
々
な
が
ら
成

長
を
続
け
ら
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

人
と
の
関
係
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
を
趣
味
に
し
て
い
ま
す
が
、
何
で
付

き
合
い
の
幅
を
広
げ
る
か
を
考
え
た
時
、
酒

が
飲
め
な
い
の
で
仕
方
な
く
始
め
た
ゴ
ル
フ

で
し
た
。
今
で
は
世
間
を
広
め
る
上
で
随

分
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
宇
佐
商
工
会
議
所
の
活
動
な

ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

私
の
仕
事
は
住
宅
の
建
築
事
情
に
左

右
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
ダ
イ
ハ
ツ
を
は
じ

め
と
し
て
各
種
の
企
業
が
進
出
す
る
中
津

市
・
豊
前
市
地
域
や
別
府
市
の
建
設
会

社
さ
ん
か
ら
多
く
の
仕
事
を
頂
い
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
思
う
こ
と
は
、
地

域
間
競
争
だ
け
で
な
く
、
地
域
間
協
力

も
必
要
と
言
う
こ
と
で
す
。

北
九
州
市
や
大
分
市
に
仕
事
や
消
費

が
集
中
し
て
そ
の
間
が
空
洞
化
す
る
事
の

無
い
よ
う
、
豊
前
市
か
ら
豊
後
高
田
市

を
含
む
地
域
経
済
圏
を
安
定
的
に
育
て

る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
宇
佐
市
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
は
、
市
民
が
大
き
く一つ
に
ま
と

ま
る
こ
と
が
急
務
と
思
い
ま
す
。
そ
の
始

め
と
し
て
、
会
頭
が
折
に
触
れ
話
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
旧
町
ご
と
に
あ
る
祭
・
イ

ベ
ン
ト
を
一つ
に
ま
と
め
て
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

し
、
観
光
客
を
呼
べ
る
も
の
に
す
る
改
革

が
必
要
で
す
。

開
催
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
今
こ
そ
、

真
摯
な
話
し
合
い
を
す
る
時
期
だ
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
一
段
落
し
た
ら
、
旧
態

依
然
と
し
た
祭
が
復
活
し
た
、
と
言
う
こ

と
に
だ
け
は
な
ら
な
い
よ
う
、
今
す
ぐ
に

で
も
取
組
を
始
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

芝 原 　 悟芝 原 　 悟芝 原 　 悟
株式会社芝原装飾  社長  

会
員
経
営
者
に
き
く（
４
）　


